
 

 

 

 

 

文部科学省が今年４月に実施した、平成 29 年度全国学力・学習状況調査の結果について、保護者の皆様にお

知らせします。結果によると、児童の生活習慣と学力には相関関係があることから、今年度は、全国を基準とし

た経年推移によって、本校の学力や学習の状況をお知らせするものです。引き続き、保護者の皆様にもご協力を

お願いいたします。 

 

学力調査の結果 

学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査の結果 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度全国学力・学習状況調査の結果について 

＜学力調査結果の概要＞ 
○国語 A について 

→全国の平均正答率を下回りました。「読むことに関する領域」から出題されている問題の解答に課題が見られました。 

○国語 B について 

→全国の平均正答率を下回りました。「書くことに関する領域」から出題されている問題の解答に課題が見られました。 

○算数 A について 

→全国の平均正答率をやや下回りました。「数と計算に関する領域」から出題されている問題の解答に課題が見られま

した。 

○算数 B について 

→全国の平均正答率を下回りました。「図形、数量関係の領域」から出題されている問題の解答に課題が見られました。  

全体を通して、全国平均正答率を下回りましたが、その幅は小さくなっている傾向にあります。 

※本調査は、平成 19年度から実施されています。 

※平成 23年度は中止(東日本大震災)、平成 24年度は一部の学校を対象にした抽出調査のため、掲載していません。 

 

 

＜質問紙調査結果の概要＞ 
○授業改善について 

 →「じっくり聴ける しっかり話せる 山田っ子」をめざして授業研究、授業づくりを行っていますが、授業の中で

自分の考えを話す機会が多いと感じている児童が多く、成果として現れていると思います。 

○家庭学習について 

 →家で学校の宿題をする意識が向上しています。（H29 年度１００％）今後も放課後の家庭での学習時間、宿題や自学

自習の定着にむけてご家庭と連携しながら取り組んで行きたいと思います。 

○学習規律について 

 →学校のきまりを守るという意識が向上しつつあるので、「中宮中学校区 学習規律スタンダード」に基づいた指導（チ

ャイムが鳴るまでに授業の準備をして座る。授業はじめと終わりにきちんとあいさつをする。等）を今後も学校全

体で行って行きたいと思います。 

○生活習慣について 

 →家でスマートフォンやテレビゲームをする時間が全国平均より長く、夜寝る時間や家庭学習の時間に課題が見られ

ました。ご家庭でテレビを見る時間や、ゲームをする時間を決めていただく等のご協力をお願いいたします。 

【全体概要】 

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

＜まとめ＞ 

学校全体で主体的に「聴く」、「話す」、「読む」、「書く」を中心とした授業づくりを行い、基礎学力の定着ととも

に深い学びを習得できるようにご家庭とも連携を図り、より良い生活習慣を身につける中で放課後の家庭学習の充

実を図って行きたいと考えています。 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

枚方市立山田小学校 

○学校 

全国 

平均正答率経年比較（対全国比） 

家で学校の宿題をしている 

学校のきまりを守っている 

１日当たりテレビゲームやスマートフォンのゲームを１時間

以上している 

ふだんの授業では、自分の考えを発表する機会がよく

ある 



 

 

＜国語Ａ＞（主に知識に関する問題）                                

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国語Ｂ＞（主に活用に関する問題） 

 成果や課題があった設問 

【成果】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

山田小学校 ９１．７ ０．０ 

全国 ９０．０ ０．８ 

 正答率 無解答率 

山田小学校 １６．７ １９．４． 

全国 ４２．０ １０．６ 

 正答率 無解答率 

山田小学校 ８６．１ ０．０ 

全国 ７７．２ ０．５ 

 正答率 無解答率 

山田小学校 １９．４ ４１．７ 

全国 ４３．７ １９．４ 

（考察） 

学年別漢字配当表に示されている漢

字を正しく書く問題や、漢字を正しく

読む問題において、特に（１）たいし

ょう（正答：対象）の正答率が低かっ

たです。（２）～（６）の問題において

も全国の平均正答率を下回りました。

（５）おいてあります（正答：置いて

あります）についても、無解答率が高

く、「漢字を書く」「漢字を読む」こと

の定着に課題が見られました。 

（考察） 

物語を読み、具体的な叙述を基

に理由を明確にして、自分の考え

をまとめる問題では、正答率が低

かったです。 

また、無解答率も高く、この問

題に限らず他の問題においても、

書く力が必要な、記述式の問題の

解答に課題が見られました。 

教科に関する調査について 

（考察） 

ことわざの意味を理解して、自

分の表現にもちいることができる

かどうかをみる問題で、特に「三

度目の正直」についての問題では、

正答率が高く、全国平均を上回り、

無解答もありませんでした。 

（考察） 

目的や意図に応じ、自分が伝

えたいことについて、的確に話

すことができるかどうかをみる

問題で、動画を見る目的を捉え

ることを通して、目的や意図に

応じ、適切な言葉遣いで話すこ

とができるかどうかを見る問題

は、正答率も全国平均を上回り、

無解答もありませんでした。 



＜算数（数学）Ａ＞（主に知識に関する問題） 

成果や課題があった設問 

【成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜算数（数学）Ｂ＞（主に活用に関する問題） 

成果や課題があった設問 

【成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

山田小学校 ９７．２ ０．０ 

全国 ９６．９ ０．４ 

 正答率 無解答率 

山田小学校 ４４．４ １１．１ 

全国 ６２．８ ５．１ 

 正答率 無解答率 

山田小学校 ９１．７ ８．３ 

全国 ８１．８ ３．９ 

 正答率 無解答率 

山田小学校 ５．６ １３．９ 

全国 １３．２ ８．７ 

（考察） 

資料から、二次元表の合計欄

に入る数を求めることができる

かどうかをみる問題では、正答

率が低く、無解答率も高かった

です。資料を二つの観点から分

類整理し、表に表すことに課題

が見られました。 

（考察） 

身近なものに置き換えた基準量と

割合を基に、比較量に近いものを判

断し、その判断の理由を言葉や式を

用いて記述できるかどうかを見る問

題では、正答率が低かったです。 

「問題を読み解いて何を答えない

といけないのかを分かる力」と「思

いついた解答を文章で記述する力」

に課題が見られました。情報の取捨

選択ができないために、文章を読み

取れておらず、記述式の問題に課題

が見られました。 

（考察） 

リボンを２ｍ買ったときの代

金と３ｍ買ったときの代金を書

く問題では、具体的な問題場面

において、乗法で表すことがで

きる２つの数量の関係を理解で

きているかが問われていました

が、正答率も高く、全国平均を

上回り、無解答もありませんで

した。 

（考察） 

示された考えを解釈し、数を変

更した場合も同じ関係が成り立つ

ことを、図に表現することができ

るかどうかをみる問題では、正答

率が高く、解答した児童はすべて

正答でしたが、無解答率はやや高

かったです。 



 

 

 

【成果のあった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※折れ線は、30 分以上通話やメール等をしている割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※折れ線は、30 分以上勉強している割合 

分析結果を踏まえて今年度取り組んでいます。 

（１）授業について 

基礎学力の定着、「話し合いの中で伝え合う力」「友達の意見の要点を聞き取る力」「自分の考えを持って文章

を書く力」の向上をめざした授業づくりとノート指導を行っています。また、自尊感情を育むためにさまざま

な教育活動の取組み（人権教育、児童会活動、キャリア教育、地域との交流等）を行っています。 

国語については、語彙をふやすために辞書を効果的に使用し、漢字を書く力、読む力をつけるため、４･５･

６年では漢字チャレンジに取り組んでいます。また、自分の考えを自分の言葉で書けるよう、授業の振返りや、

さまざまな場面で文章を書く取組みを継続して行っています。「読む力」の育成のため、教室にも本を設置した

り、ボランティアの方に読み聞かせをしていただいて、読書活動の推進を図っています。 

   算数については、授業はじめの基礎計算プリントを繰り返し行うことで定着をはかり、長文問題にも取り組

んでいます。 

（２）学習規律について 

  「中宮中学校区の学習規律」の定着に向けて、チャイムが鳴るまでに授業の準備をして着席するよう促し、授

業のはじめやおわりのあいさつについてもしっかり行うよう指導を行っています。「人の話をしっかり聴く」「自

分の考えをはっきり話す」指導も行っています。 

（３）家庭学習について 

   規則正しい生活習慣や学習習慣が身につくように、ご家庭には「生活習慣振返りカード」「家庭学習の手引き」

の活用をお願いし、学校では毎日の宿題の確認、自学ノートの好事例の紹介、放課後自習教室利用の促進、自

学自習プリントの持ち帰りの声かけ等を行っています。 

（考察） 

学校として「自尊感情を受容し合う気持ちの育成」をめざして、

校内研修を行い取り組んでいますが、質問紙調査の結果からは、

自己肯定感や自己有用感が育ちつつある様子が見られ、他者を思

いやる心も育っていることが伺えます。  

また、授業の中で「めあてが示されている」、課題解決のため

に「話し合いながら、発表している」と回答している児童の割合

が高く、「Hirakata 授業スタンダード」でも示されていますが、

「めあて」を示した授業、「学びあう」授業が学校全体で行われ

ており、児童にも意識されている様子が見られます。 

（考察） 

質問紙調査において、国語が好きと回答した児童の

割合が全国の平均値より低く、文章を「書くこと」や

「読むこと」に苦手意識を持っている児童の割合が高

いことが伺えます。 

 家庭においては、宿題をしていると回答した児童が

１００％で、家で宿題をするという習慣が定着してき

ています。しかしながら、スマートフォンを利用して

メールや、ゲーム（テレビゲームも含めて）をしてい

る時間が全国の平均値より高く、宿題以外の学習を家

庭でしている割合は低いことがわかりました。その影

響もあり、家庭での学習時間が、全国の平均値より短

い傾向にあることに課題があると思われます。 

 

質問紙調査について 

※折れ線は、１時間以上テレビゲームをしている割合 

学校の授業時間以外に普段１日当たりどれくらいの時間、勉

強しますか 

普段１日当たりどれくらいの時間テレビゲー

ムやスマートフォンのゲームをしますか 

 

学校の授業の復習をしている 国語の勉強は好きですか 

学級やグループの中で自分たちで課題を立てて、そ
の解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理し
て、発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思
いますか 

授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていたと思う 

人が困っているときは、進んで助けている 普段１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフ

ォンで通話やメール、インターネットをしますか 

自分には良いところがある 


